
　

蔵
澤
は
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）、
松
山
藩
士
百
六
十
石
、
吉
田
直
良
の
長
子
と
し
て
生
ま
れ

た
。
名
は
良
香
。
字
は
子
馨
、
通
称
は
初
め
弥
三
郎
の
ち
久
太
夫
。
画
人
と
し
て
蔵
澤
の
他
、

豫
章
人
、
贅
巌
、
白
雪
、
應
乾
、
翠
蘭
亭
、
倦
翼
、
東
井
、
白
浜
鴎
、
不
二
庵
、
酔
桃
館
な
ど

多
く
の
別
号
を
用
い
た
。
な
お
先
祖
は
、
近
江
源
氏
佐
々
木
高
綱
の
弟
厳
秀
の
子
泰
秀
が
近
江

蒲
生
郡
吉
田
郷
に
住
み
吉
田
姓
を
名
乗
っ
た
こ
と
に
は
じ
ま
り
、
泰
秀
か
ら
六
代
目
の
当
主
が
、

久
松
松
平
定
行
の
伊
予
転
封
に
従
っ
て
松
山
に
来
住
、
代
々
藩
の
要
職
を
務
め
た
家
柄
で
あ
る
。

宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
四
十
二
歳
で
風
早
郡
（
現
・
松
山
市
北
条
）
の
代
官
と
な
り
、
明

和
六
年
（
一
七
六
九
）
に
は
野
間
郡
（
現
・
今
治
市
）
代
官
も
兼
任
、
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）

に
持
筒
頭
を
拝
命
し
て
以
後
は
藩
の
中
央
政
治
に
参
画
、
同
四
年
（
一
七
八
四
）
に
は
二
百
石

に
加
増
さ
れ
者
頭
に
昇
進
。
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
七
十
七
歳
の
時
山
田
五
郎
兵
衛
事
件
（
詳

細
真
相
は
不
明
）
に
連
座
し
て
退
官
隠
居
。
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
八
十
一
歳
で
没
し
た
。

蔵
澤
没
後
ほ
ど
な
く
書
か
れ
た
、 

松
山
藩
の
逸
事
奇
聞
集『
却め

ざ
め
ぐ
さ

睡
草
』 （
文
政
元
年〔
一
八
一
八
〕）

に
載
る
彼
の
逸
話
は
、
従
来
の
因
習
を
打
破
、
思
い
切
っ
た
革
新
を
断
行
し
、
常
に
民
衆
の
立

場
に
立
っ
た
政
治
を
信
念
と
し
た
、
気
骨
に
あ
ふ
れ
た
清
廉
剛
直
な
人
物
像
が
語
ら
れ
て
い
る
。

　

画
業
は
は
じ
め
、
江
戸
か
ら
来
松
し
た
木
村
東
巷
と
い
う
人
物
に
楽
焼
の
陶
法
と
と
も
に
狩

野
派
の
筆
法
を
学
ん
だ
と
さ
れ
る
が
、
親
交
の
あ
っ
た
蔵
山
（
一
七
一
一
～
八
八
）
や
明
月

（
一
七
一
八
～
九
七
）と
い
っ
た
松
山
の
文
人
僧
た
ち
の
影
響
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
後
述
す
る
が
、

特
に
明
月
あ
た
り
を
通
じ
て
長
崎
発
信
の
唐
画
を
学
ん
だ
可
能
性
は
高
い
。

　

年
記
を
有
す
る
最
も
早
い
作
と
し
て
は
、
五
十
一
歳
の
も
の
が
多
く
見
ら
れ
、
お
そ
ら
く
こ

は
じ
め
に

　

平
成
二
十
七
年
度
、
当
館
に
は
、
江
戸
時
代
中
期
の
松
山
藩
士
で
あ
っ
た
吉
田
蔵
澤

（
一
七
二
二
～
一
八
〇
二
）
の
墨
竹
図
三
件
が
新
た
に
収
蔵
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
県
下
屈
指
の
企

業
・（
株
）
三
浦
工
業
の
創
業
者
で
あ
り
美
術
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
も
名
高
い
三
浦
保
氏

（
一
九
二
八
～
九
六
）
の
夫
人
・
昭
子
氏
か
ら
の
ご
寄
贈
に
よ
る（

１
）。

　

蔵
澤
は
独
自
の
画
境
を
示
す
雄
渾
な
水
墨
画
、
と
り
わ
け
墨
竹
図
を
よ
く
し
、 「
松
山
の
宝
」

と
し
て
古
く
か
ら
珍
重
さ
れ
て
き
た
。
同
時
代
で
は
頼
山
陽
が
、
ま
た
明
治
に
入
る
と
正
岡
子

規
や
夏
目
漱
石
も
そ
の
画
を
絶
賛
、
子
規
や
漱
石
は
こ
ぞ
っ
て
愛
蔵
す
る
な
ど
、
近
世
伊
予
の

画
人
た
ち
の
中
で
は
い
ち
早
く
高
い
評
価
を
受
け
て
き
た
。
当
館
に
は
す
で
に
こ
れ
ま
で
八
件

の
蔵
澤
作
品
が
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
近
世
絵
画
作
品
の
う
ち
の
重
要
な
一
群
を
成
し
て
い
る
が
、

比
較
的
小
品
の
掛
幅
中
心
で
あ
っ
た
。
今
回
新
収
蔵
さ
れ
た
の
は
、
八
幅
対
の
掛
幅
及
び
二
件

の
六
曲
一
双
屏
風
と
い
う
大
作
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
当
館
の
蔵
澤
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
よ
り

良
質
で
充
実
し
た
も
の
と
な
っ
た
。
本
稿
で
は
、
新
収
蔵
と
な
っ
た
三
件
の
墨
竹
図
を
紹
介
す

る
と
と
も
に
、
江
戸
絵
画
史
上
に
お
け
る
蔵
澤
作
品
の
位
置
づ
け
を
考
察
し
た
い
。

蔵
澤
の
略
歴
と
画
業

　

蔵
澤
に
つ
い
て
は
、
日
本
画
家
で
愛
媛
大
学
教
授
を
務
め
た
石
井
南
放
氏
（
一
九
一
二
～

九
九
）
に
よ
る
基
礎
研
究
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
ま
ず
は
そ
れ
に
従
い
、
蔵
澤
の
略
歴
と

画
業
を
簡
単
に
ま
と
め
て
お
き
た
い（

２
）。

　
 

吉
田
蔵
澤
《
墨
竹
図
》
考

長　
　

井　
　
　
　
　

健
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の
頃
か
ら
墨
画
に
専
念
し
、
主
に
四
君
子
（
蘭
、
竹
、
菊
、
梅
）
を
好
ん
で
描
く
中
、
七
十
歳

以
降
は
竹
を
専
ら
よ
く
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
見
ら
れ
、
最
晩
年
の
十
年
間
に
は
奔
放
で
雄
渾

な
墨
竹
図
を
数
多
く
生
み
出
し
、
こ
の
時
期
の
作
品
が
特
に
傑
作
が
多
い
と
し
て
評
価
が
高
い
。

前
述
の
寛
政
十
年
の
事
件
に
よ
る
退
官
と
い
う
不
当
な
処
遇
へ
の
怒
り
が
、
最
晩
年
の
あ
る
種

熱
気
を
帯
び
た
円
熟
し
た
境
地
に
至
っ
た
と
見
る
向
き
も
あ
る
。

　

石
井
氏
は
、
蔵
澤
の
画
業
を
大
き
く
初
・
中
・
晩
期
の
三
期
に
分
け
、
こ
れ
を
落
款
印
章
の

使
用
例
な
ど
に
沿
っ
て
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
五
つ
に
区
分
さ
れ
る
。

一　

初
期　

（
１
）
習
作
時
代
（
基
礎
修
練
期
）　

五
十
歳
以
前

　
《
民
人
隠
而
不
言
図
》
と
題
さ
れ
た
戯
画
と
思
し
き
小
品
以
外
は
、
こ
の
時
期
と
思
わ
れ
る
作

例
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

（
２
）
予
章
人
時
代
（
模
倣
陶
酔
期
）　

約
六
十
歳
ま
で

　
「
予
章
人
蔵
澤
署
併
図
」
の
落
款
を
主
に
使
用
。
黄
檗
渡
来
僧
・
大
鵬
正
鯤
（
一
六
九
一
～

一
七
七
四
）
を
模
し
た
作
や
、
そ
の
大
鵬
に
影
響
を
受
け
た
と
言
わ
れ
る
長
崎
の
黄
檗
僧
・
鶴

亭
（
一
七
二
二
～
八
五
）
に
近
似
し
た
作
例
が
見
受
け
ら
れ
、
新
興
の
い
わ
ゆ
る
「
唐
画
」
を

学
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。

二　

中
期

（
３
）
混
乱
時
代
（
覚
醒
混
迷
期
）　

約
七
十
歳
ま
で

　

唐
画
の
直
接
的
な
模
倣
や
学
習
を
脱
し
、
独
自
の
画
境
へ
と
向
か
う
が
、
画
風
や
雅
号
に
も

様
々
な
変
化
が
あ
り
、
石
井
氏
曰
く
「
幾
度
も
建
設
と
破
壊
を
繰
り
返
す
深
刻
な
自
己
革
命
の

跡
が
感
じ
ら
れ
る
」
時
期
。
父
母
を
亡
く
し
、
ま
た
代
官
か
ら
、
持
筒
頭
、
者
頭
へ
と
昇
進
し

藩
政
へ
参
画
す
る
な
ど
、
生
涯
の
大
き
な
転
機
も
影
響
し
た
と
み
ら
れ
る
。

三　

晩
期

（
４
）
雀
印
時
代
（
様
式
確
立
期
）　

七
十
六
歳
ま
で

　
「
酔
桃
館
主
人
」
落
款
を
主
に
使
用
し
た
晩
期
の
う
ち
、
最
も
多
作
で
傑
作
揃
い
と
評
さ
れ
る

時
代
。
洗
練
さ
れ
た
技
巧
と
深
み
を
た
た
え
た
画
面
構
成
、
自
由
自
在
な
筆
致
な
ど
蔵
澤
独
自

の
個
性
が
発
揮
さ
れ
る
。

（
５
）
寅
印
時
代
（
円
熟
完
成
期
）　

七
十
六
歳
以
後

　

そ
れ
ま
で
愛
用
し
て
い
た
「
雀
」
印
を
弟
子
の
大
高
坂
南
海
（
一
七
六
六
～
一
八
三
八
）
に

譲
り
、 「
魚
」
印
を
経
て
「
寅
」
印
を
使
用
す
る
よ
う
に
至
っ
た
と
さ
れ
る
。
雀
印
時
代
の
生
彩

さ
に
加
え
て
、
一
種
の
熱
気
を
帯
び
高
揚
感
に
満
ち
た
奔
放
無
礙
と
緊
迫
感
が
認
め
ら
れ
る
。

七
十
六
歳
は
、
前
述
し
た
事
件
連
座
に
伴
う
退
官
隠
居
の
時
期
に
あ
た
り
、
こ
う
し
た
画
境
は
、

や
る
か
た
な
い
憤
懣
を
絵
筆
に
託
し
た
結
果
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

新
収
蔵
三
件
の
概
要

　

そ
れ
で
は
今
回
、
新
収
蔵
さ
れ
た
三
件
の
墨
竹
図
を
紹
介
し
、
先
に
見
て
き
た
蔵
澤
の
画

業
の
中
に
そ
れ
ぞ
れ
位
置
づ
け
て
い
き
た
い
。

①
《
墨
竹
図
》
八
幅
対
（
図
１
）

　

紙
本
墨
画
。
法
量
は
各
縦
一
三
二
、〇
×
五
一
、二
セ
ン
チ
。
全
幅
に「
寅
」朱
文
円
印（
図
２
）

と
「
蔵
」
白
文
・「
澤
」
朱
文
の
連
印
（
図
３
）
が
捺
さ
れ
、
一
幅
に
の
み
「
七
十
五
蔵
澤
」
の

落
款
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
の
作
と
判
明
す
る
。
石
井
氏
の
区

分
で
言
う
寅
印
時
代
は
七
十
六
歳
以
降
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
に
す
で
に
同
印
を
使
用
し
た
例

と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

　

現
状
は
八
幅
対
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
当
初
は
十
二
点
一
組
だ
っ
た
と
見
ら
れ
、
今
回
の
他

二
件
の
新
収
蔵
作
品
と
同
じ
よ
う
に
六
曲
一
双
の
押
絵
貼
屏
風
に
仕
立
て
ら
れ
る
こ
と
を
想
定

し
て
描
か
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
太
い
幹
の
竹
で
は
な
く
、
や
や
繊
細
な
タ
ッ
チ
で
、
風

に
あ
お
ら
れ
幹
や
枝
葉
を
し
な
ら
せ
る
笹
竹
を
表
情
豊
か
に
描
き
分
け
る
。
ま
た
墨
の
濃
淡
で

竹
同
士
の
前
後
関
係
や
空
間
の
奥
行
き
を
表
現
し
た
り
、
余
白
部
分
に
薄
墨
を
刷
い
て
、
宵
闇

あ
る
い
は
薄
明
に
浮
か
び
上
が
る
よ
う
な
竹
の
存
在
感
を
描
写
す
る
な
ど
、
型
通
り
の
観
念
的

な
「
四
君
子
」
と
し
て
の
竹
の
姿
で
は
な
く
、
自
然
主
義
的
・
写
実
主
義
的
な
眼
差
し
が
よ
く

認
め
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
作
者
本
人
の
投
影
で
あ
り
、
そ
の
人
格
表
出
と
し
て
の
モ
チ
ー
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フ
と
捉
え
ら
れ
る
蔵
澤
の
墨
竹
図
に
あ
っ
て
は
、
珍
し
い
タ
イ
プ
の
作
例
と
言
え
る
か
も
し
れ

な
い
。
な
お
余
白
部
分
に
薄
墨
を
刷
く
手
法
は
、
蔵
澤
の
他
の
作
品
に
も
い
く
つ
か
見
ら
れ
る

が
、
こ
れ
は
同
時
代
に
流
行
し
た
南
蘋
風
の
技
法
の
一
つ
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、

蔵
澤
の
直
接
的
な
唐
画
学
習
の
一
つ
の
成
果
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

②
《
墨
竹
図
屏
風
》
Ａ
（
図
４
）

　

紙
本
墨
画
、
六
曲
一
双
押
絵
貼
。
法
量
は
各
図
と
も
縦
一
三
六
、二
×
四
九
、〇
セ
ン
チ
。
右

隻
第
一
扇
・
第
六
扇
の
二
図
に
「
蔵
澤
」
落
款
及
び
「
蔵
」
白
文
・「
澤
」
朱
文
の
連
印
（
図
３

と
同
印
）、
残
り
の
十
図
に
「
士
」
朱
文
円
印
、「
東
井
」
白
文
方
印
（
図
５
）、
左
隻
第
六
扇
の

図
に
「
酔
桃
館
主
人
蔵
澤
湧
画
」
落
款
及
び
「
不
用
工
」
朱
文
円
印
、「
十
月
十
日
」
白
文
長
方

印
（
図
６
）
が
認
め
ら
れ
、
さ
ら
に
全
て
の
図
に
「
雀
」
朱
文
円
印
、 「
不
二
庵
」
白
文
方
印
（
図

７
）
が
捺
さ
れ
る
。

　

落
款
印
章
の
形
式
か
ら
も
、
ま
た
軽
や
か
で
洗
練
さ
れ
た
筆
さ
ば
き
な
ど
作
風
の
上
か
ら
も
、

多
作
か
つ
傑
作
揃
い
の
七
十
～
七
十
六
歳
頃
ま
で
の
雀
印
時
代
の
基
準
的
作
例
と
位
置
付
け
ら

れ
る
が
、
墨
の
濃
淡
を
巧
み
に
生
か
し
た
空
間
把
握
、
各
図
が
単
独
で
鑑
賞
に
堪
え
う
る
構
図

を
持
ち
つ
つ
、
屏
風
全
体
と
し
て
生
ま
れ
る
流
動
的
な
リ
ズ
ム
な
ど
、
こ
の
時
代
の
作
の
中
で

も
特
に
優
れ
た
出
来
栄
え
を
示
し
て
い
る
。
①
《
墨
竹
図
》
の
生
真
面
目
な
自
然
主
義
が
昇
華

さ
れ
、
竹
の
実
存
感
は
保
ち
な
が
ら
も
、
そ
こ
に
蔵
澤
の
充
実
し
た
内
面
が
高
度
に
融
合
し
て

い
っ
た
こ
と
が
、
両
者
を
見
比
べ
る
と
よ
く
分
か
る
。

③
《
墨
竹
図
屏
風
》
Ｂ
（
図
８
）

　

紙
本
墨
画
、
六
曲
一
双
押
絵
貼
。
法
量
は
各
図
と
も
縦
一
三
四
、〇
×
五
一
、五
セ
ン
チ
。
左

隻
第
六
扇
に
「
蔵
澤
」
の
落
款
が
認
め
ら
れ
、
全
て
の
図
に
「
寅
」
朱
文
円
印
（
図
９
）、「
文

翠
」
白
文
楕
円
印
が
捺
さ
れ
る
（
図
10
）。

　

②
《
墨
竹
図
屏
風
》
Ａ
と
比
較
す
る
と
、
筆
圧
の
強
い
濃
墨
の
豪
胆
な
筆
致
が
強
く
印
象
に

残
り
、
自
然
な
奥
行
感
覚
は
薄
れ
て
、
む
し
ろ
前
面
へ
と
竹
が
迫
り
出
し
て
く
る
よ
う
な
画
面

作
り
が
意
図
さ
れ
て
い
る
。
雀
印
時
代
の
洗
練
さ
れ
た
生
彩
な
作
風
は
、
寅
印
時
代
に
は
あ
る

種
熱
気
を
帯
び
た
切
迫
感
を
持
っ
た
作
風
へ
と
移
行
し
て
い
っ
た
と
す
る
石
井
氏
の
指
摘
の
と

お
り
、
二
つ
の
屏
風
は
そ
の
振
幅
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

美
術
史
上
に
お
け
る
蔵
澤

（
一
）
武
人
画
家
と
し
て

　

蔵
澤
は
武
人
（
松
山
藩
士
）
で
あ
り
、
画
を
生
業
と
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。『
却
睡
草
』

に
は
「
性
白
砂
糖
を
好
む
。
是
を
贈
れ
ば
竹
を
画
き
て
そ
の
報
と
せ
り
」
と
あ
り
、
彼
に
と
っ

て
は
あ
く
ま
で
余
技
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
。

　

わ
が
国
の
絵
画
史
に
お
い
て
、
武
人
が
描
い
た
画
＝
武
人
画
は
一
定
の
位
置
を
占
め
て
い
る
。

武
家
が
台
頭
す
る
鎌
倉
時
代
以
降
、
武
人
が
武
道
修
行
の
傍
ら
、
あ
る
い
は
精
神
鍛
錬
の
筋
道

と
し
て
余
技
に
詩
歌
を
詠
ん
だ
り
、
画
を
嗜
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
、
例
え
ば
足
利
四
代

将
軍
義
持
な
ど
、
同
時
代
の
禅
林
で
の
文
芸
趣
味
を
反
映
し
、
本
格
的
な
水
墨
画
を
描
い
た
り

す
る
者
も
い
た
。
そ
の
後
、
室
町
時
代
後
期
に
は
京
都
以
外
の
地
方
の
有
力
武
士
た
ち
の
中
に

も
積
極
的
に
作
画
に
手
を
染
め
る
者
た
ち
が
次
々
と
現
れ
た
。
鷹
図
を
得
意
と
し
た
美
濃
国
主
・

土
岐
氏
の
一
族
や
小
田
原
の
北
条
氏
繁
、
山
水
・
花
鳥
・
人
物
な
ど
様
々
な
主
題
を
着
色
・
水

墨
両
面
に
わ
た
っ
て
手
掛
け
た
山
形
寒
河
江
の
豪
族
・
郷
目
貞
繁
、
三
代
に
わ
た
っ
て
道
安
と

称
し
て
活
動
し
た
大
和
の
山
田
氏
な
ど
が
代
表
的
で
あ
る
。

　

桃
山
時
代
に
は
、
近
江
浅
井
家
の
重
臣
の
家
に
生
ま
れ
た
海
北
友
松
（
一
五
三
三
～

一
六
一
五
）
と
、
肥
前
能
古
見
城
主
原
家
の
出
身
で
あ
る
雲
谷
等
顔
（
一
五
四
七
～
一
六
一
八
）

が
、
狩
野
永
徳
や
長
谷
川
等
伯
と
比
肩
す
る
画
壇
の
雄
と
し
て
活
躍
し
た
。
両
者
は
専
門
画
家

と
し
て
活
動
し
た
が
、
質
朴
剛
健
で
切
れ
味
鋭
い
作
風
は
武
人
出
身
な
ら
で
は
と
言
え
る
。

　

友
松
・
等
顔
の
次
世
代
に
あ
た
り
、
武
人
画
家
と
し
て
最
も
象
徴
的
な
存
在
が
、
二
刀
流
の

剣
豪
と
し
て
名
高
い
宮
本
武
蔵
（
一
五
八
四
？
～
一
六
四
五
）
で
あ
る
。
作
画
は
、
あ
く
ま
で

兵
法
の
道
理
を
究
め
る
た
め
の
余
技
で
あ
っ
た
が
、
道
釈
人
物
や
鳥
獣
な
ど
の
画
題
を
、
迫
真

的
で
緊
張
感
に
満
ち
た
独
自
の
画
境
で
描
く
。す
で
に
江
戸
時
代
か
ら
中
林
竹
洞
の
画
論
書 『
画

〔3〕
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道
金
剛
杵
』 （
享
和
二
年
〔
一
八
〇
一
〕）
な
ど
で
高
く
評
価
さ
れ
、
現
在
四
点
が
重
要
文
化
財

指
定
を
受
け
る
な
ど
、
純
粋
な
武
人
画
家
と
し
て
は
美
術
史
上
最
も
著
名
か
つ
重
要
な
存
在
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る（

３
）。

　

蔵
澤
も
、
ま
ず
は
こ
の
武
人
画
家
の
系
譜
に
置
か
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
あ
く
ま
で
余
技
の

ス
タ
ン
ス
を
貫
き
、
自
己
修
練
や
自
我
表
出
の
手
段
と
し
て
、
限
ら
れ
た
モ
チ
ー
フ
を
緊
張
感

に
満
ち
た
筆
法
を
駆
使
し
て
繰
り
返
し
描
く
点
は
、
中
世
以
降
の
武
人
画
家
た
ち
の
基
本
姿
勢

と
し
て
脈
々
と
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
蔵
澤
の
使
用
し
た
「
雀
」
印
は
、
も
と
も
と

は
武
蔵
の
愛
蔵
印
だ
っ
た
も
の
を
藩
主
か
ら
授
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
伝
承
・

創
作
の
域
を
出
な
い
が
、
そ
も
そ
も
武
蔵
の
名
が
持
ち
出
さ
れ
る
こ
と
自
体
、
蔵
澤
を
そ
の
後

継
的
位
置
に
見
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
周
囲
の
意
識
が
推
測
さ
れ
る
。

（
二
）
文
人
画
家
・
唐
画
師
と
し
て

　
《
如
意
道
人
蒐
集
書
画
帖
》 （
出
光
美
術
館
蔵
）
は
、
伊
勢
山
田
の
人
・
如
意
道
人
が
各
地
の

文
人
画
家
を
中
心
に
集
め
た
書
画
を
収
録
し
た
画
帖
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
如
意
道
人
が

寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
九
月
に
松
山
を
訪
れ
、
蔵
澤
・
明
月
ら
此
地
の
文
人
た
ち
の
書
画
を

収
集
し
た
画
帖
も
別
に
伝
わ
っ
て
い
る（

４
）。

蔵
澤
＝
文
人
画
家
と
い
う
の
が
当
時
の
周
囲
の
正
当

な
認
識
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

従
来
、
蔵
澤
の
画
風
形
成
・
展
開
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て

き
た
の
が
、
当
時
長
崎
経
由
で
わ
が
国
に
入
っ
て
き
た
中
国
絵
画
、
特
に
黄
檗
絵
画
の
水
墨
表

現
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
萬
福
寺
十
五
世
も
つ
と
め
た
渡
来
僧
・
大
鵬
正

鯤
や
そ
の
影
響
を
受
け
た
長
崎
の
黄
檗
僧
・
鶴
亭
の
作
品
が
想
定
さ
れ
る
。

　

初
期
の
予
章
人
時
代
の
作
と
見
ら
れ
る
墨
竹
図
に
は
「
黄
檗
大
鵬
墨
竹
、
如
此
網
目
の
や
ふ

に
竹
葉
を
相
認
候
云
々
」
と
自
賛
す
る
も
の
（
図
11
）
が
あ
り
、
大
鵬
画
の
模
写
的
な
試
作
と

考
え
ら
れ
る
。
確
か
に
、
現
存
す
る
大
鵬
の
墨
竹
図
に
も
筆
法
や
構
図
の
よ
く
似
た
も
の
が
あ

る
（
図
12
）。
し
か
し
両
者
に
は
直
接
的
な
接
点
は
確
認
さ
れ
な
い
の
で
、
お
そ
ら
く
は
交
友
の

あ
っ
た
松
山
円
光
寺
の
文
人
僧
・
明
月
あ
た
り
を
介
し
て
大
鵬
画
に
触
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

明
月
は
、
伝
説
の
巨
木
扶
桑
樹
が
太
古
の
伊
予
に
存
在
し
た
と
す
る
『
扶
桑
樹
伝
』
を
著
し
、

こ
れ
を
中
国
へ
喧
伝
す
べ
く
長
崎
に
逗
留
し
た
人
物
で
、
当
時
最
新
の
中
国
文
化
を
松
山
へ
も

た
ら
し
た
重
要
人
物
だ
っ
た
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。

　

鶴
亭
は
、
主
に
南
蘋
風
絵
画
の
手
法
を
上
方
へ
伝
え
た
中
心
的
存
在
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、

大
鵬
の
影
響
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
自
由
な
制
作
態
度
の
水
墨
画
も
多
く
手
掛
け
、
濃
淡
の

リ
ズ
ム
が
美
し
い
墨
調
や
大
胆
か
つ
し
な
や
か
な
筆
づ
か
い
は
、
唐か

ら

の
香
り
を
ま
と
っ
た
モ
ダ

ン
で
洒
落
た
絵
と
し
て
人
気
を
博
し
た
。

　

鶴
亭
と
蔵
澤
（
特
に
予
章
人
時
代
か
ら
脱
す
る
七
十
歳
以
降
）
の
竹
図
を
比
較
す
る
と
、
濃

淡
の
リ
ズ
ム
で
図
中
の
竹
の
前
後
関
係
が
自
然
に
表
現
さ
れ
る
点
、
縦
長
の
画
面
を
効
果
的
に

活
か
し
て
幹
を
弓
な
り
に
湾
曲
さ
せ
た
構
図
、
余
白
に
薄
墨
を
刷
い
て
宵
闇
や
薄
明
に
浮
か
び

上
が
る
、
あ
る
い
は
塗
り
残
し
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
た
雪
を
か
ぶ
っ
た
竹
の
姿
を
描
い
た
作
品

な
ど
、
い
く
つ
も
の
共
通
点
が
見
出
さ
れ
る
（
図
13
～
16
）。
竹
だ
け
で
な
く
、
梅
や
菊
な
ど
も

ま
た
よ
く
似
た
作
風
の
も
の
が
少
な
く
な
い
。
ま
た
鶴
亭
画
の
落
款
・
印
章
は
意
図
的
に
ユ
ニ
ー

ク
な
位
置
に
施
さ
れ
て
い
る
と
い
う
指
摘（

５
）が

あ
る
が
、
画
面
の
中
央
に
落
款
を
書
き
入
れ
た
り
、

竹
と
竹
の
隙
間
の
狭
い
余
白
部
分
に
あ
え
て
印
章
を
捺
し
た
り
す
る
点
な
ど
は
両
者
と
も
に
見

ら
れ
、
偶
然
の
一
致
と
は
思
え
ず
看
過
で
き
な
い
。
た
だ
し
大
鵬
画
を
模
作
し
た
例
と
は
違
っ

て
、
鶴
亭
画
の
ユ
ニ
ー
ク
な
特
徴
を
受
容
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
自
家
薬
籠
中
の
も
の
と
し
た

伸
び
伸
び
と
し
た
自
在
な
筆
致
を
駆
使
し
て
い
る
。
鶴
亭
は
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
頃
四
国

を
遊
歴
し
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
が
、
松
山
へ
来
訪
し
た
か
否
か
、
そ
し
て
両
者
の
直
接
の
交

流
は
不
明
で
あ
る
。
石
井
氏
は
鶴
亭
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
予
章
人
時
代
に
お
け
る
模
写
学

習
対
象
で
あ
る
と
し
て
肯
定
的
に
は
捉
え
ら
れ
て
は
い
な
い
が
、
蔵
澤
独
自
の
画
境
へ
と
飛
躍

す
る
大
き
な
契
機
と
し
て
、
鶴
亭
か
ら
受
け
た
影
響
は
想
像
以
上
に
大
き
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
。

お
わ
り
に

　

こ
れ
ま
で
蔵
澤
は
、
本
人
の
気
質
の
部
分
ば
か
り
が
強
調
さ
れ
す
ぎ
た
き
ら
い
が
あ
り
、
美
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術
史
上
の
位
置
づ
け
が
う
ま
く
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
れ
は
当
然
、
前
述

し
た
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
彼
が
、
武
人
で
あ
り
ア
マ
チ
ュ
ア
画
家
で
あ
る
と
い
う
い
わ
ば
「
特

別
扱
い
」
の
存
在
と
見
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
よ
る
。
近
年
の
江
戸
絵
画
研
究
で
は
、
文
人
画
家

や
南
蘋
風
絵
師
、
あ
る
い
は
洋
風
画
家
た
ち
も
ま
と
め
て
「
唐
画
師
」
と
し
て
、
相
互
に
ま
た

は
総
合
的
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
ま
た
江
戸
時
代
の
画
人
た
ち
に
は
様
々
な
身

分
が
あ
り
、
プ
ロ
・
ア
マ
の
区
別
や
技
術
の
巧
拙
に
関
係
な
く
、
よ
り
広
い
視
点
で
縦
横
に
捉

え
て
こ
そ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
画
人
の
立
ち
位
置
や
評
価
が
見
え
て
く
る
。
蔵
澤
に
つ
い
て
も
、
今

後
は
そ
う
し
た
視
点
で
見
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
今
回
新
収
蔵
さ
れ
た
墨
竹
図
三
件

は
、
そ
の
契
機
を
提
示
し
て
く
れ
た
興
味
深
い
作
例
と
言
え
る
。
な
お
、
松
山
（
伊
予
）
地
方

に
お
け
る
黄
檗
絵
画
、
南
蘋
風
絵
画
の
伝
播
や
受
容
の
実
態
は
全
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
解
明

さ
れ
て
い
な
い
。
蔵
澤
を
と
り
ま
く
文
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
併
せ
て
、
今
後
の
蔵
澤
研
究
に
お

け
る
最
大
の
課
題
と
捉
え
、
研
究
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

　
註（

1
）　�

三
浦
昭
子
氏
は
、
ご
寄
贈
直
後
の
平
成
二
十
八
年
四
月
に
ご
逝
去
さ
れ
た
。
貴
重
な
作
品
を
ご
寄
贈
い
た
だ
い

た
こ
と
を
心
よ
り
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
2
）　

石
井
南
放
氏
に
よ
る
主
な
蔵
澤
研
究
は
以
下
の
通
り
。

「
吉
田
蔵
澤
と
そ
の
作
品
」『
国
華
』
八
七
七
号
、
一
九
六
五
年
／
『
画
集
蔵
澤
』
求
龍
堂
、
一
九
七
六
年
／
「
吉

田
蔵
澤
」『
伊
予
の
画
人
』
愛
媛
新
聞
社
、
一
九
八
六
年

（
3
）　
『
武
蔵　

武
人
画
家
と
剣
豪
の
世
界
』
図
録　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン　

二
〇
〇
三
年

（
4
）　

吉
沢
忠
「「
如
意
道
人
蒐
集
書
画
帖
」
補
遺
」、
武
智
圭
邑
「
伊
予
松
山
に
於
け
る
「
如
意
道
人
蒐
集
書
画
帖
」

に
つ
い
て
」『
国
華
』
九
八
三　

一
九
七
五
年

（
5
）　
『
我
が
名
は
鶴
亭
』
図
録　

神
戸
市
立
博
物
館
、
長
崎
県
歴
史
文
化
博
物
館
、
毎
日
新
聞
社　

二
〇
一
六
年
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図
１　

吉
田
蔵
澤
《
墨
竹
図
》
愛
媛
県
美
術
館

図
２　
「
寅
」
朱
文
円
印

図
３　
「
蔵
」
白
文
・「
澤
」
朱
文
連
印
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図
４　

吉
田
蔵
澤
《
墨
竹
図
屏
風
》
Ａ　

愛
媛
県
美
術
館

図
５　
「
士
」
朱
文
円
印
、「
東
井
」
白
文
方
印

図
６　
「
不
用
工
」
朱
文
円
印
、「
十
月
十
日
」
白
文
長
方
印

図
７　
「
雀
」
朱
文
円
印
、「
不
二
庵
」
白
文
方
印

〔7〕

吉田蔵澤《墨竹図》考



図
８　

吉
田
蔵
澤
《
墨
竹
図
屏
風
》
Ｂ　

愛
媛
県
美
術
館

図
９　
「
寅
」
朱
文
円
印

図
10　
「
文
翠
」
白
文
楕
円
印
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図
11　

吉
田
蔵
澤
《
墨
竹
図
》

図
15　

吉
田
蔵
澤
《
夜
竹
》（
竹
図
双
幅
の
う
ち
）
愛
媛
県
美
術
館

図
12　

大
鵬
正
鯤
《
墨
竹
図
》
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館

図
16　

鶴
亭
《
雪
竹
図
》
安
永
六
～
天
明
三
年
（
一
七
七
七
～
八
三
）

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館

図
13　

吉
田
蔵
澤
《
風
竹
》
愛
媛
県
美
術
館

図
14　

鶴
亭
《
風
篠
竹
図
》
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）

※
挿
図
は
左
記
の
書
よ
り
転
載
し
ま
し
た
。

図
11　

石
井
南
放
『
画
集
蔵
澤
』
求
龍
堂
、
一
九
七
六
年

図
12
・
14
・
16　
『
我
が
名
は
鶴
亭
』
図
録　

神
戸
市
立
博
物
館
、
長
崎
県
歴
史
文
化
博
物
館
、
毎
日
新
聞
社　

二
〇
一
六
年
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